
地図で見る稲羽西小学校区の変化
わたしたちの住んでいる稲羽西小学校区はどのように変わってきたのでしょうか。地図をもとに見てみることに

しましょう。

明治２４年（１８９１年）

学校はこのあたりに
ありました。

稲羽西小学校の
もとになった敬格尋
常小学校ができたの
が、明治６年のことで
す。
そのころは、今の

場所ではなく、下中
屋に学校がありまし
た。



大正９年（１９２０年）
１９２０年になる
と、稲羽西小学
校区には、更木
に小学校ができて
います。
（更木尋常小学
校は明治３０年・
１９８７年に開校
しました。）
町のようすをみ

てみると明治時
代にくらべて道が
きれいにされてい
ることが地図から
も分かります。



昭和２２年（１９４７年）
昭和２２年（１
９４７年）になる
と 、校区に境
川の放水路が
完成し、南北を
走っているのが
わかります。
学校は、中

屋村の敬格小
学校と、更木
村の更木小学
校の２つが、あ
りました。
また、町と町

をつなぐ、きれ
いな道路もでき
ています。

更木小学校
と敬格小学校
の場所を地図
からさがして
みましょう。



昭和４５年（１９７０年）
昭和４５年
（１９７０年）に
は、現在の場
所に稲羽西
小学校ができ
あがっていま
す。稲羽西小
学校は昭和３
８年（１９６３
年）に現在の
所に更木小
学校と敬格小
学校をいっしょ
にしてできあが
りました。むかし
とくらべて家の
数もふえてきて
いることがわか
ります。



平成８年（１９９６年）

時代は平成になり、校区内には、東海北陸自動車道の岐阜各務原インターチェンジができました。
また、国道２１号線のバイパス道路もできています。家の数もどんどん増えてきています。




